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2. 扱った資料

mCB-03遺構に伴出した樺物種子から，下記のようなHe測定値が得られている.

炭化オオムギの測定年代620 土 30 BP. 補正年代640土 30 BP. 炭北アズキの測定年代660土 40 BP. 補正

年代680土 40 BP. 炭化コナラ属子葉の測定年代650土 30BP. 補正年代630土 40 BP.

扱った資料は，平成 14 ・ 15 年度に調査を実絡した中世~近1:1t C直属)と考えられる炭化物集中遺構

から土壊が採取されている.炭化植物は肉眼でも観察できるような状態で検出されたという. この部

分を調査班の元でフローテーション法の処理後，浮遊遺物が送付されてきた資料は実体顕微鏡で観

察と撮影を行った.検出された植物種子の出土表は表 1 に示しておく.

1.遺跡の所在と性格

宮崎島ーヘ椿坂恭代**

遺跡の名称: )事幌 1 遺跡(J-13-25)

発掘調査の理由:厚幌ダム建設に伴うー椴道道上II県内早来停車場線切替工事

所在 地:北梅道勇払郡厚真町字幌内 48 7 ,..". 1, i

発掘調査期間平成14年8 月 7 日~同年11月 15 日

平成15年 5 月 12 日~山間年10月 31:日

発摘調査面積; 9,!360m'
いぬい てつや

調査拙当者:乾哲也(厚真町教育委員会)

遺跡の立地

淳II蝿 1 遺跡は，幌内地区より 3.6km) 事真川の上流域に入った山間部に位置し，厚真川本流とキウキチ

沢との合流点西側の河岸段丘上に立地する.

遺構の年代:縄文時代早期~後期，中世~近枇アイヌ期

検出遺構 :m 腫;焼土 7 カ所，集，石 7 カ所，獣骨集中 7 カ所，炭化物集中区 22 カ所

灰集中 2 カ所

V層;住 i居tJl: 2 秤， '土坑 14 基， Tピット 95 基，焼土 16 カ所，

集石 7 fJ所 i チップ集中 7 カ所

近現代(樽前 b降下火山灰以降) :馬車道跡 1 カ所他

詳細については本文を参照されたい.
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キビ Pαnicum miliaceumL.(図版 2…7a ， b, c8a, b, C:~CB-03から出土)

57粒出土.穎果はやや球形または広卵形.背面には果長の1/2ほどの胞があり，iその反対J側の腹部に

はヘラ型状のへソがある(権坂HJ93). 検出された資料は， 7a， 8aに示した様にすべて穎果(内・外穎

のとれた)の状態で出土している.計澱値は7a: 長さ1. 80刺J，IJ癌1. 701llm, }寧さ1. 20mlll, 8a: 長さ 2. 10111111,

Iii時1. 70mm, }事さ1. 40111111

ヒエ属 Echinochloa Beauv.(図版 2-5a ， b, C 6a, b, C:rnCB-03から出土)

37粒出土.穎果は広楕円形.背面には果長の2/3ほどを占める構円形の大きな!庄がある.その反対

側のJJ菱商にはヘラ型状のへソがある(椿坂1993) .出土した資料は栽培型のピエ Echjnoah108Utjjjs

01JwietYabuno の型態をもっ.すべての資料は 5n ， 6a に示じた様な穎巣(内・外穎のとれた状態)であ

った.比較的状態の良い資料を計測し表 2 に示しておいた.計測{壊は長さ 5a: 1.70nllll, II癌1. 70111111 ， }寧さ

O.95111m, 6a: 長さ1. 75mlll, I隔1. 70mlll，厚さ O. 951llm

3.盟層から検出された植物炭化種子

242 ー

アワ Setaria italica(1.) ~ Beauv.(図版 2-3a ， b， C4a ， b， C :iECB-03 から出土)

143 粒出土.穎果はやや球形.背面には果長の 2/3 ほどの肢があり，その反対側の腹閣には，小さな

ヘラ型のへソがある(椿坂 1993) .穎果は写真 3at= 示すように内・外穎の色れた状態で出土している.

その中には穎が付着した状態のものも少量混じる (1 手真Li a) .計測値は 1a: 長さ1. 30mm ，幅1. 35111m ，厚さ

1.OOmm, 4n: 畏さ1. 501ll1ll, II届1. 45111111 ，厚さ1. 15111m

オオムギ Hordeum vulgl α1'e 1. (図版ト 1 a, b, c"'-'8a, b, C:rnCB-03から出土)

824粒出土.果実は紡錘状楕円形.腹面1)中央には縦溝があり，背聞はほぼ平らで基部に楕円形の

肢があり果実の表面は粗商である.資料は，腹面，背面tt残る穎の剥離の痕跡が見らlれないことと，

粒形の特徴からみて裸性のオオムギである(椿坂1998) .出こ!こ資料は被熱で変彫し破損が著しい.そ

の仁1:1 から比較的状態の良い資料を計測し表 2 示しておいた.百十15(1111直は 1a: 長さ 4.60111111 ， II穏 3.20111111，厚さ

2.301日目I ， 2n: 長さ 4.80Illm，幅 3. 10 1llm，厚さ 2. 301llm, 3a: 長さ 4.65111111 ， lli高3:'20 Ill m，揮さ 2.30Illm ， 4a: 長さ 4. '30

mill, I臨 3. 10mm, }事さ1. 90111111 , 5a: 長さ 4. 30mlll, I悟 3. 15111m，厚さ 2. OOlllm , 6a: 長さ 5. 印刷J，IJ穏3. 35hlin，摩さ1

601llm, 7n: 長さ 3. 印刷I ， I幅広 OOIllIn，厚さ1. 501l1In , 8a: 長さ 3.80111111 ， 1悔 2:'50111IlI，厚さ1. 80lllm

果実は長楕円形で腹面に目玉があり，側面にやや隆起した縦の稜線があるなどの特徴を持つ.果実は

破慣して 1 片検出された.破片のため計測はしていない.
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ソ属 Perilla 1. (図版 2--2a ， b:I1I CB""03から出土)

var. .i apbnica かシソ PerI Il a'J'ru(escθns var. .i a lJ onica のいずれであるかは，両者とも

と表皮の構造が類似している部分が多く分類は困難である.比較的状態の良い資料を計測し表 2

三回 11"'1 .，.)よ口:長さ1. 50mm, II高1. 2011]11]，厚さ1. 10Jllm

マメ科 LEGUMINOSAE (図版3-1 a, b"-'4a, b5a, b, C6a, b:I1I CB-03から出土)

三種類のマメ科種子が検出されている.アズキ28粒と 116片，ダイズは 2 粒出土している.写真

la, 2aに示した種子は長楕円形で腹面には穂子長i1Illiに対して2/3ほどの広線形で平:tilな形をしたへlソが

ある.写真3b， 4bに示した資料は子葉の中の初生葉が観察された(古III奇・棒坂200 1) .へソの形態と位

置，初生薬の形態の特徴からアズキ Vigna t/flgll}arisOhwietOhashi と判断される.アズキの祖先種

はヤブツルアズキ J( lll1g11}a1・is var.nipponensis(Ohwi)OhwietOhashi と言われ，北海道には分布して

いないと言う.

写真 5a に示した資料は種手長 ip自に対しでやや中央部下に楕円形の形をしたへソがある.また， 5c に

示すようにダイズ特有の小さな穴状の表皮の組織が観察された. 6a に示し!た資料は被熱による変形が

著しいが，ヘソの剥離痕とへソの位置からみて 5a と同じくダイズ G}ycin θ IlIa X (し) Merr.と判断され

る.アズキの比較的状態の良い資料;を計測し表 2 に示しておいた.計?nlJ 値は la: 長さ 7. lOmm, II癌

4.00mm，厚さ 3. 50mm, 2a:長さ 6. 15mm, I幅3.80mm，浮さ 3. 10mm, 3a:長さ 6. OOmm, I陪3.70mm， 4a; 長さ 4.40mJll，

幅2. 60刺.1， 5a: 長さ 6. 65mm, I幅 3. 30mm, )事さ 3.20mJll， 6a:長さ 6. 50mm, II届4.60mm，厚さ 3.60ml1i

ササ属 Gramineae (図版2-9a， b, clOa, b, C:班CB-03から出土)

8 粒出土.果実は狭邦形でやや扇平で先端は細く尖っている.背面はわず、かに曲線をなし，果実下

部に半円形の小さな肢がある.腹商はよく湾曲する.これらの特徴はササ属 Sasa MakinoetShibata

の種子と判断される いずれも被熱による変形を受けている.計測値は長さ 9a: 5.10mm, I陥2. 80mm, )事

さ 2.70mm， lOa: 長さ 3. 90mm, II塙2.60mm，厚さ 2. 30l1un

タデ科 POLYGONACEAE (図版 4-1 :I1I CB-03から出土)

42粒出土.痩果は三角状紡錘形で形態の特徴からはタデ属 Po}ygonlllll しに分類される.タデ属穂

子は形態の類似した種類が多いため，詳細な分類は困難である.青j-担IJ値は長さ 2. IOmm, Illiiil , 40m日l

カラマツソウ属 Thαlictrum L.(図版 4-2 :I1I CB-07から出土)

7 粒出土.痩果は紡錘形で 8 稜あり，カラマツソウ属の特徴を持つ.類似した形態が多く詳自11/な分

類は罰難である.計?JliJ値は長さ 2. 30mJll, II寝1.印刷l
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Actinidillj}OlygEIIllt1P1anch.etMaxim. とサルナシ Actinidia argutaP1anch. があるが，両者の種子は

形態と表面組織がきわめて良く似ている.しかし粒形の特徴からはサルナシ Actinidia arguta

PIanch. であろう.計浪 IJ値は長さ 2.10111111 ， II幅 5. 50ml1l, )事さ 0.9001111.

3 粒出土.種子は半横広卵形.種子の全面に大きな網状の凹凸がある.しかし，キイチゴ属穂子は

形態と種子表面の構造の類似したものが多いので種までの分類は困難である.計千 ~IJ備は長さ1. SOmJl\,

II高 1. 10111111, )寧さ 0.90I1lm.

の仲間にはマタタピ

種までの分類

マタタビ臆 Actinidia Lindl.(図版 4-7 :IIICB-03 から出土)

2 粒出土.種子は長構円形.種皮には凹点による網目模様がある

キイチゴ属 Rubus L.(図版 4-6 :璽 CB-03 から出土)

キハダ属 Phellodendron Rupr.(図版 "'-8 :盟 CB-05 から出土)

9~ 泣と 6 片出土.果実は球形で中に 5 の小核があり，各l{関の種子を含む.種子は半横広卵形で表

皮に浅い[.!:!]みによる網目模様がある.これらの特徴からキハダ PlI ellodej ヨIdron Ell/Ill rθnse Rup r.と判

断される.昔 1'1 期健は長さ 3. 70mll1.I階 2.0001111; 厚さ1. 200101.

ニワトコ麗 Sα mbucus L.(鴎版 4-5a ， b:五rCB-05から出土)

1 粒出土.在日子は狭楕円形.背面は円みがあり，腹障は鈍稜をなす.種皮は撤状に隆起し

あり粗聞である. これらの特徴からこワトコ Sambucusrac仰osa 1.と判断される.ただし，日本では

本州北部から北榔道の林中にエゾ工ワトコ S. buθrgeriana'val二 miquelii(NakaDHaraが分布する

いう.言1・測値は長さ 2. 00滋111 ， II肩上 10111111，厚さ O. G5mJII.

アリノトウクゃサ手ヰ HALORAGIDACEAE (関版 4-4 :IIICB-05から出土)

17粒出土.種子は卵状球形で先が尖る.等につつまれて 8 本の筋がある.被熱による

のの，これらの特徴からアリノトウグサ属 l!aloragis Fors t.に分類される. 音I-測値は長さ

1.GOll1m

ラ AlliumJlJOnant!lllJl/ Maxi ll1.などがある.

ある.計測値は長さ 4.1011101;11 唱3.75nl l1l

ユリ科 LILIACEAE (図版 4;...3: 買BB-02 から出土)
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ミズキ属 Cornus L.(図版 4-9 :m CB-.，..07から出土)

徴からミズキ Cornus conlro l' θrsa HemsIeyと判断される.計測値は長さ 3.20mm ， II穏3.60mm.

ウルシ属 RhusL. (国版4-10 :mCB…05から出土)

1粒出土.種子は歪んだ扇円形でやや璃平.北海道では ζれらと類似した形態を持つ種子としてヤ

マウルシ RilllS lriciJOcarpaMiQ. ，ツタウルシ RilllSamMgua LavalleeexDippel ，ヌルデ Ri llJ S

.ial'anicaL.があるが，出土種子の特徴からはヤマウルシ Riws lriciJOcarpaMiQ. の形態を示す.音 I-測

値は長さ 2.30mm ， 11幅3.15 刺1，厚さ1. 40mm.

ウコギ科 ARALIACEAE (図版 4-11 a, b:盟 CB-05から出土)

2 粒出土.穂子は半広卵形でへソのある基部は短いI借状につきでる(写真llb右端上) • これらの特

徴からハリギリ属 f(aJopanax 山 Q. に分類される.計測値は長さ1. 90mm, II癌1. 50mm，厚さ1. 20mm.

フ。ドウ科 VITIDACEAE (図版 4-12 ， 13a, b:mCB-03から出土)

15粒と 141片出土.堅果は広倒卵形，背閣は円みがあり，倒へら形の凹みがある.腹商の中央に稜

をなす.稜の両側に金I-形の問みがある.形態の類似じた種子にエビヅル VilisJ'icif'oliaBunge

var. lobata があるが，その分布 j或は北海道の南部に限られているという. したがって，形態の特徴か

らヤマブドウ Vilis coigneliaePulliat であろう.なお，破片が微細のため一部議最で示した.計担 I)

値は 13a: 長さ 4. 10mm, I揺3.30mm，厚さ 2. 80mm

クマシデ潟 Carpinus L.(図版 4-14:tECB-05 から出土)

3 粒出土.果実はやや璃平な卵状楕円形でクマシデ属の特徴を示す. ~I ヒ榔道ではサワシバ

Carpil1uscordalaBlume ，アカシデ Cθ rpinus Jaxiflor θ(Sieb. etZucco)Blume. が分布するという.

しかし形態は窮めて類似しており，種までの分類は困難である.計測値は長さ 3. 80mm ，Jji高 2. 15mm, J事さ

L60mm.

サクラ属 Prunus.L. (毘版 4-16a ， b:mCB-06から出土)

1 片出土.核片はやや璃平.側面に沿ってやや深い縦講があり，核の聞は粗面である.とれらの特

徴からスモモ Pnlflus salicinaLi nd!. と判断される.破片のため計械はしていない.

p
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1a.b"'21a.b:mCB-03から出土)ナラ属 Quercus L.

今国，検出されたほとんどの種子は炭化物集中区(盟 CB-O めからもので J その中からオオムギ，ア

ズキ，コナラ属子葉の放射性炭素年代が測定されている.:

検出された栽培植物はイネ，オオムギ，アワ，ヒエ，キピ，アズキ，ダイズ，シツ腐の 8 種類 i そ

れ以外は野生植物であった検出された栽培種子の組成は擦文文化に見られるものとほとんど琵がな

い.栽 l音種子でもっとも多く認められたのはオオムギ Hordeu Jll SIJP. で，総数で 824~ 泣出土し℃いる.

図示したように，短粒の裸性オオムギである.長粒の皮性オオムギは検出されていない.北海道中央

部で短粒裸性オオムギがまとまって検出されたのは厚幌 l 遺跡が初見七ある.短粒裸性オオムギは西

暦 7-8 世紀頃に北海道東部の主としてオホーツク文化に伴って出現し，西暦 11 世紀乙ろには北海道

中央部の擦文文化にまで伝播するらしいしかし，それ以西には見られないという傭った分布を見せ

る(1} J89 吉崎，古 11荷・梼坂 1990 ，椿坂 1998) .(鴎 O. これまでの植物種予の組成からみると，裸性オオ

ムギがこの地方に出現する，といった事情はよく分からない.また， これまでの調査からは中・近世

アイヌ期の遺跡から裸性オオムギの検出例はない. この事実が普遍的なものなのか軒別であるのか，

若干のコメント

その他にアワ，ヒエ，キピのいずれかと思われるが，被熱による変形が著レいため分類できなかっ

た資料を一括して不明ミレットとして扱った.また十保存状態が窮めてて悪いため分類できなかった資

料を不明 2 として扱った.

写真 19 ・ 20 に示した資料は現生の比較資料がないので，分類が出来なかった.写真 18a に示した資料

は菌類のようであるが，その実態は不明である.

不明 1 (図版 4-18a ， b ・ 20 :mCS-05から出土 19:mCS-03 から出土)

冬芽(図版 4-15 :直 CB-05 から出土)

現生の比較資料がないので詳細な分類が出来ない.計測{誌は長さ 3. 30mm, I陥 2. 10mm.

21.70g 出土子葉はすべて半割の状態で検出された.子葉は長椅円形、表面には縦条がある

のような形態を持つ種類にはミズナラ Quercus crisJJul11Blume ，コナラ Qu θrcussettll LaThunb. カシ

ワ Qll θrClls dθnflllll Thunb. などがある.観察結果からはカシワと，コナラに近い形態を示す.写真資

料の計測備は表 2 に示レておいた.

クルミ属 ]uglans L.(図版 4~17a ， b:mCS-03から出土)

sieboldianaMaxirnと判!析される.
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割II 路市北斗遺跡 V遺跡

滞税目 I十勝太若月遺跡

。 係性オオムギ(蹴タイプ) j触文化 IUl

運動 機性オオムギ(短紘タイプ)オホーツク文化 IUl

A 様性オオムギ{短粒タイプ}中・近世

臨 皮性オオムギ(創立タイプ)健文文化1Ul

校華字町漆切III定:岸遺跡

枝幸町属製j白巡跡

~t良市，L
札般市サクシュコト二川遺跡

札幌市K435滋跡

札般市H317滋跡t

札幌市K39遺跡長益工地点

札幌市1<39遺跡緑化地点

札幌市K39巡銑第6次飼まま

札幌市K39渇跡第7次額資

~75ff

is前町香川三線遺跡

苫前町喬1116i嵩跡

ぴ

余市町大山遺跡

V議 自然科学的分析等

図 1 北海道におけるオオムギの分布図

まだ明確な見解を述べることが出来ない.また，今由，炭化種子の年代測定値が 13 世紀末から 14-'世紀

に相当する年代が出ており，考古学的所見の推定年代より古くなるという. これまで，出土炭化植物

の年代測定のデータが少ないので，今回の結果を判断することは難しい.今後の事例の蓄積を待って

1食討したいと思う.

野生植物では，集落の周圏に-)投i特に認められる革本と木本のものであった.総じて可食性あるい

は利用可能のものが多い.ササ属の種子は縄文時代以来各遺跡から少量の出土が知られているが，最

近の検出例からは増加する傾向にある.知里によるとこの種子を採集し炊いたり粉末にして団子状に

して食糧として利用した例があるという(知盟 1976) .また，救荒食糧としても矢n られている.

コナラ j嵩 Quercus しの堅果が纏まって出土している.その仲間で北海道に分布しているものはミ

ズナラ QlIθrClls crh'jJlIJliBIume ，コナラ Qu θrcus serrataMurray ，カシワ Quercus dθntnta Thllnb.

の3種類である.しかしながら殻斗が伴わない出土炭化の子葉だけでは，これらを分類するのが，きわ

めて難しい.堅果の粒形や大きさだけで分類できそうにも見えるが，成青地によって変異が激しいら

しく，また，被熱による変形などがあり，ここでは属レベルの分類で止めておいた. 111EElによれば司f:J

瞭なコナラは石狩低地帯にまでしか知られていないと需う(山田 1990) .キウス遺跡 Q地区の植物種子

の報告でも述べたとおり，アイヌ畏族の説話に残されたドングリは，主としてカシワ Quercus

dθ ntata Thunb. でありミズナラ仇 lθ rcus crisjJlIJaBJ.が僅かで，コナラ (J uθreus sθ rrat θThllnb. と断

定できる資料はないらしい. この点に関してはキウス遺跡、 Q地区の植物種子の報告に詳しく述べてお

いたので参照されたい(吉崎・権坂 2000) .
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I)オオムギ，コムギの腹而 (vcnlora I)，背面 (dorsa l)

な情報を収集しておくことが必要である.
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最近では，遺跡から検出される種子が河ーの品種系統とは限らないことも解ってきた.近年になっ

て炭化種子からも DNA などが抽出可能になってきているので，やがて解析が可能になると思われる.
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表 1 摩幌1遺跡炭化種子出土表

選機名
アリノトウゲ科

(粒}

IIICB-01
IIICB 朝日 2

IIICB 司03

IIICB-05 10

IIICB-06

IIICB 崎10

IIICB-11

IIICB-12

IIICB 也13

IIICB-14
1I 1F 明日 3

IIIF-06

IIIBB-02
1II 1P 日目 01

IIIC料B司01 |lサ伊|ニワトコ属|吋叫 F百潟(f: 立) I (粒) I (粒)

IIICB-日2

IIICB-日3 3 I116I1 I0.72
IIICB- 日5 2 2 3 r---3-r-3ijT I23 I75

IIIC 日開口 8

1I1CB-10 4

IIICB司 11 I 2
IIIC日時12

IIICB-13

llliliCFBR0-134ii ll 1|1l 1is1i B137
IIIF-03

IIIF 倫06

6 I B7

IIIBB-02
!日 IPB-01

遺構名 クTFR 認可官可万五子 r子諸手議問証 i ネ腕 351λ 5? 了1121|?Ff

29 I 計す 2弘ιI I 34

5
守

二

日

山

一

-

J

2

m

日

一2

*単体取上げ
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ヒエ

市アヘ I Ll.mm
1 I L70
2 I L55
3 I 1.60
4 I L70
5 I 1.60

L50
1.60
L70
1.75
2.00
L67
0.02

橋差 I 0.14

シソ属

コナラ属
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アズキ

オオムギ

表2 出土種子計浪 IJ表

ぢ No. L(mm) … W(mm) :T(限目)

3.80 2;50 L80
2 4.90 3.30 2.50
3 4.60 3.20 2.30
4 4.75 3.20 2.60
5 4.20 2.60 L70
6 4.30 3.10 L90
7 5.00 3.70 2.50
8 4.10 2.70 L90
g 5.00 3.10 2.40
10 4.80 3.10 2.30
11 4.90 3.40 2.70
12 4.30 2.90 2.00
13 4.80 3.50 2.70
14 4.20 3.10 2.20
15 4.80 3.20 2.20
16 4.40 2.80 2.10
17 4.50 3.15 2.10
18 4.80 3.35 2.20
19 4.30 3.00 2.00
20 4.20 2.60 ];95
21 4.30 2.90 2;10
22 4.50 2.90 2.30
23 5.10 3.20 2;20
24 4.50 3.30 2.30
25 5.10 3.40 2.50
26 4.70 3.20 2.30
27 4.90 3.10 2.35
28 3.90 2.50 L75
29 4.50 3.30 2.00
30 3.90 2.45 L90

平均 4.54 3.06 2.19
分散 0.13 0.10 0.07
標準偏差 0.37 0.32 0.27

No. し (mm) W(mtn) T(mm)
6.90 3.50 3.40

2 4.60 2.50 3.00
3 5.40 2.80 3.30
4 5.20 2.60 2.60
5 5.55 3.20 3.00
6 5.90 3.20 3.60
7 6.50 3.50 3.60
8 5.85 3.00 3.30
9 6.40 2.95 3.50
10 6.10 3.10 3.50
11 5.05 2.80 3.10
12 5.55 2.90 3.20
13 7.20 3.70 3.00
14 7.10 3.30 4.30
15 6.00 3.70 3.50
16 5.70 3.05 3.00
17 6.15 3.30 3.50
18 5.75 3.00 3.55
19 6.50 3.10 3.45
20 7.10 4.00 3.70

平均 6.03 3.16 3 剛 36

分散 0.49 0.14 0.12
標準偏差 0.72 0.38 0.36
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Sa オオムギ背酉 5b 腹田 5c:側面 白オオムギ背面 6b 臆面 6c 側面

7a オオムギ背部 7b 躍面 7e 側面 8a オオムギ背面 8b 躍麗 8e 側部

3a オオムギ背面 3b 腹商 3c 側面 4a オオムギ背商 4b 腹麗 4c側面

la オオムギ背面 lb 腹面 化側面 Za オオムギ背描 Zb 腹苗 Zc 側面
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2a 、喝製品昨 2b

シソ属背面 腹菌

1a 叫「内明~'i!!¥.l'，Jl 1b

イネ側面 裏面

4e4b4a3c

側面腹商アワ背面側菌腹面アワ背面

6e6a5c

苗
吋

管

内

f
属
.

エレ

」

門dr
3

側面腹面ヒエ属背面側面腹面

8e8a 時1u品瑠都!1f'" 8b

キピ背面 旗面

7e7a 制 7b

キピ背面 腹商 側面側面

1Oa -.. 1Ob 1Oe

ササ属背臨 腹苗 側面

9a -- 9b

ササ属背面 腹部

ge

側面
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Sc

Sa の拡大表皮の組織

アズキ腹菌 側部

4a 叫 "J'" 4b

アズキ側面 内面初生葉

Za<~ 環境薦。 tp'，. Zb

f問苗

内閣初生葉

3b

6b

アズキ側臨

ダイズ腹菌

3a

アズキ躍菌 側面
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Sa Sb

ダイズ腹面 側面

6a

la 糊脚立?" 1b
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タデ科

2 事ill' 3

カラマツソウ属

7 8

マタタピ属

12
ブドウ科

16a サクラ属核片表面

キハダ属

ユリ科

4 奇襲 Sa 鳴僻W 5b

アリノトウゲグサ ニワトコ属背菌 腹商

9

13a
ブドウ科管商

ミズキ属

13b

18b 内面

16b 内面

18a 不明表面

10

ウルシ属

14

腹商 クマシデ j議

7a クルミ鹿内果皮片表面
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19 不明

属ゴ
v

チ

w

イキ

F
O

11

ウコギ科

15

冬芸事

17b 内面

20 不明



4b 内商

2b 内面

10a コナラ属子葉表面 10b 内磁

7a コナラ属子葉表面 7b 内閣

2a コナラ属子楽表源

4a コナラ属子葉表面
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9a コナラ属子葉表面 9b 内筒

1b 内商

3b 内面3a コナラ属子葉霊祭蔚

1a コナラ属予言葉表題

8a コナラ属子葉表面 8b 内面

Sa コナラ篤子葉内閲 5b 内閣 6a コナラ篤子葉表厨 6b 内街



19b 内面

13a コナラ扇子葉表面

16a コナラ属子葉表面 16b 内障
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21a コナラ属子葉表蘭 21b 内蔚2Gb 内面2Ga コナラ原子葉表面

17 日コナラ属子葉表面 17b内面 18a コナラ属子議表面 18b 内函 19a コナラ属子禁表蘭

14a コナラ康子葉表面 14b 内箇 15a コナラ康子葉表面 15b 内部

11a コナラ属子葉表面 11b 内面 12 日コナラ E喜子葉表面 12b 内函

図版 6
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第 6 節

パリノ・サーワヱ

はじめに

厚II摂 1 遺跡は、}事真)I I上流域の山間部に形成された河岸段昆±に立地?る。今回の発掘調査では、

中世アイヌ期におよぶ 2ごされる遺物ド遺構と縄文時代早期から後期初頭とされる遺物・遺構が確認さ

れている。今回の分析調査では、擦文文化期以降とされる炭化物集中および縄文時代の集石から出土

した炭化種子について、加速器による放射性炭素年代測定 (AMS 法)を実施じ、その年代に関する

情報を得る。

1.試料

試料は、厚II毘 1 遺跡で出ことしたI炭化穂子4点である。これらの出土層位は、縄文時代の包含閣である

V閣で検出した集石 (V SB-07) より出土したオニグルミ核片(試料番号1)と、擦文文化期以降と

考えられている直属で検出した炭化物集中区(直 C B-03) より出土したオオムギ(試料番号 2) 、ア

ズキ(試料番号 3) 、コナラ属子葉(試料番号4) である。試JlBI·の一覧は、測定結果を呈示した表 1 に

併記する。なお表中における各試料の種類名は、札幌国際大学陣物館/客員研究員の椿坂恭代氏の分類

.同定によるものである。

2. 分析方法

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、 AMS法により行った。なお、放射性炭素の半減期は

LIBBYの半減期5 ， 5G8年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした年代 (B P) であり、誤差

は標準偏差 (One Sigma) に相当する年代である。なお、暦年較正は、 RADIOCARBON CALIBRATIONPROGR 雌

CALIBREV4.4(COPYI・ ight 198G-2002MStuiverandP.TReimer) を用いた。試料の処理過程を以下に記

す。

試料は、駿・アルカリ処理により汚染を除去した後、酸化鋼を助燃剤として加えてお英管に入れ、そ

れを真空に排気して封じきり、 950°C で加熱して完全に二酸化炭素に変える。これを真空ライン内で液

体窒禁やエタノールー液体窒素混合液を用いて精製して高純度の二酸化炭素を回収する。こうして得

られた二酸化炭素を水素とともに鉄粉を入れたお英管に導入して封じきり、鉄粉の簡所を G50°C に 5 時

間加熱すると、二酸化炭素が水素により還元されて鉄粉上にグラファイトが生成される。このグラフ

ァイト粉末をターゲットホルダーに詰め、加速器質量分析計のイオン源にセットして鵡定を行う。
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表2 謄年較正結果

V章 自然科学的分析鋳;

試料
試料名 試料の質 種類

補正年代 δ13c 測定年代 Code.No.
番号 BP %0 BP

115SB-07 1層部 410 炭化種子 クルミ核片 5790 土 40 -23.22 5760 土 40 IAAA 目31175

21mCB-03 炭化種子 オオムギ 640 土 30 -23.59 620 土 30 IAAA-31176

31mCB-03 炭化種子 アズキ 680 土 40 -23.51 660 土 40 IAAA-31177

41mCB-03 炭化積子 コナラ属 630 土 40 一26. 31 650 こと 30 IAAA-31178

1·) 年代憶の算出には、 Libby の半減期 5568 年を使用。

幻 BP 年代値は、 1950 年を基点として何年前であるかを示す。
3) 付記した誤差は、測定誤差ぴ(測定値の 68% が入る範囲)を年代値に換算した催。

表 1 放射性炭素年代測定結果

結果を表 Ht 示す。試料番号 1の測定年代(同位体補正年代)は約 5 ， 800 年前、他の 3点は 600"'700 年

を示す。試料番号 lの年代は、一般に縄文時代前期に相当するものである。

計算には:- R刷而 ARljO W- CA 口B同市 N 15RI 同誌編百瓦 IBREV ヰ.4 (Oopyri 面llfl1l 函弓師同:st uiver andPJReimer) を

計算には表に示した丸める前の{穫を使用している。

{持 Eした誤差は、測定誤差ぴ(測定値の 68% が入る範囲)を年代値に換算した値。

試料
種類名

補正年代
賠年較正年代 (ca I) 相対比 CodeNo.

番号 (BP)
1 クルミ核片 5792 土 43 GalBG4, 710-G81 1B3GG4, 697 calBP 6, 660 - 6, 647 0.095 IAAA-31175

calBO 4, 694 calB04, 595calBP 6, 644 - 6, 545 0.851
caIBO4, 562 calBO 4, 554 calBP 6, 512 - 6, 504 0.054

2 オオムギ 639 土 33 caIAD 1, 298-caIAD 1, 320calBP 652 - 630 0.356 IAAA-31176
calAD1.352-calAD1.389calBP 598 - 561 0.644

3 アズキ 682 土 38 caIAD 1, 280-caIAD 1, 305calBP 670 - 645 0.554 IAAA-31177
caIAD 1, 355 calAD 1, 360 calBP 595 - 590 0.052
caIAD1.365 caIAD1.386caIBP 585 - 564 0.394

4 コナラ!語 628 土 37 calAD 1, 300-<caIAD 1, 326 calBP 650 - 624 0.394 IAAA-31178
caIAD 1,348-caIAD 1, 372calBP 602 - 578 0.391
IcalAD 1 ， 378 ー cal AD 1, 391ca IBP 572 - 559 0.214

一

一方、他の 3 点については、暦年較正を行った年代を表 2に示すが、ほぽ 13 世紀末から 14 世紀に相当す

る年代である。擦文文化期の終末は 13 世紀頃とされていることから、今回の試料番号 2"'4 から得られ

た年代が遺物包含層の年代を示すとすれば、厚 II船遺跡の擦文文化期以降とされた遺物・遺構は、 j議文

文化期終末あるいはアイヌ文化期初頭に相当する可能性がある。
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